

 図書館サービスの要求
コースの資料について図書館とコミュニケーションを取る方法に関するこのセッションへようこそ。

このセッションでは、教材が図書館で利用できるかどうかを確認する方法、

1つの章などのリソースのセクションのスキャンを図書館に

リクエストする方法、

その他の質問やコメントについて図書館に連絡する方法について

説明します。

リストを見ると、各アイテムの在庫状況がわかります。

[オンライン表示]リンクが表示されている場合は、このリソースにオンラインでアクセスできます。

リンクをクリックしてアクセスしてください。

アイテムに[物理アイテム]と表示されている場合、このアイテムは図書館内の物理アイテムとして使用できます。

クリックして詳細情報を表示するか、

[完全な詳細]をクリックして可用性を表示および管理することができます。

[リンクと可用性]タブでは、

このアイテムが複数のプロバイダーから電子的に利用可能であることを確認できます。この場合、

リンクのいずれかを使用してアクセスできます。

図書館で有効になっている場合は、リンクを非表示にしたり、リンクを破損としてマークしたりできます。これにより、リンクが機能していないことが図書館に通知されます。

リンクが機能していないことが図書館に通知されます。

また、ここからアイテムの在庫状況の詳細を確認することも

できます。

アイテムには、電子在庫と現物在庫の両方を含めることができます。

学生がある本の特定の章を読むだけでよいとしましょう。

この情報を示すようにアイテムを編集してみましょう。

アイテムメニューアイコンから、[アイテムの編集]をクリックします。

「種別」フィールドで、「図書」から「章」に変更します。

追加のフィールドが表示されます。

章のタイトルと章番号を追加します。

[保存]をクリックすると、

章のタイトルがリソースの新しいタイトルになります。

図書館によって構成されている場合は、図書館にアイテムのセクションのスキャンを依頼することができます。

アイテムをクリックして展開し、[デジタル化のリクエスト]を選択します。

ダイアログが表示されて、学生がリソースにアクセスできる期間など、

リクエストに関する情報を求められます。

表示される日付は、コースの日付に基づいていますが、

必要に応じて変更できます。

デジタル化に画像が含まれている場合は、チェックボックスをクリックして指定します。

章の詳細またはページ範囲を入力します。

必要に応じて、ページ範囲を追加することができます。

リクエストを送信する前に、リクエストに関する注釈を図書館に追加することができます。

準備ができたら、[送信]をクリックすると、リクエストが図書館に送信されます。

図書館がアイテムのスキャンを完了すると、

ファイルがアップロードされ、学生はここからアクセスできるようになります。

図書館のスタッフに

アイテムに関するコメントや問い合わせを送ることができます。

[詳細]リンクをクリックして、[図書館]ディスカッションタブに移動し、

メッセージを入力して[送信]します。

図書館員がコメントを見て返答すると、

通知が届き、

図書館からの返答が表示されます。

これは、アイテムレベルでの図書館へのコメントですが、

図書館に関する一般的なコメントや質問がある場合は、

リストのビューから図書館ディスカッションアイコンを使用できます。

最後に、

アイテムのステータスを表示することもできます。

[完了]は、学生がアイテムにアクセスできる状態であることを示します。

[図書館処理]などの

別のステータスが表示される場合があります。

これは、図書館がアイテムを学生が使用できるようにするために

処理作業を行う必要があることを示しています。

アイテムが完了すると、図書館はアイテムに完了のマークを付けます。

下書き状態のアイテムがある場合は、

図書館に送信する必要があります。

[マイリスト準備完了]をクリックします。

組織に対して構成されている内容によっては、

リストを公開するオプションもあります。

そして、[送信]します。

これにより、リストが図書館に送信され、レビューされます。

リストをすでに公開している場合は、

新しいアイテムが自動的に図書館に送信されて処理されます。

これで、図書館とのコミュニケーション方法に関するセッションは終了です。

ご参加ありがとうございました！

